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本市の小中一貫教育は、施設分離型で実施しています。施設分離型だからこそ大切に

。今日学んだことを明日の授業、次の学年、そして、している「授業のつながり」

小学校から中学校へと、子どもたちの未来へつないでいきます。

この9年間の授業のつながりが、児童生徒の学力・体力と豊力寸よ0を育んでいきます。

子どもたちの未来を彩る小中一貫教育
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<中川小学校と小坂小学校教員による研究授業>

互いに磨き合い、高め合う授業へ

平成30年1月18日、 19日には、小坂町

教育委員会教育長を含む3名が本市を訪れ、

中川小学校と大原中学校の授業を参観しま

した。さらに中川小学校では、派遣研修に参

加した中川小学校教員と小坂小学校教員が

「小坂スタンダード」を基に算数の協働授業

を行いました。

平成30年度も「八潮スタンダード」を活

用した授業改善により、9年間で確かな学力

の育成を図ゆます。

全国学力・学習状況調査における八潮市の位置
(※県内62市町村の中での相対的な位置を尓しています)

「9年間をつなぐ授業」1こ向けて

平成30年度も引き続き「授業改善」を中心

に小中一貫教育を進めていきます。そのーつが

平成27年度から始まった秋田県小坂町立小坂

小・中学校(施設一体校)への教職員の派遣事

業です。この事業は、小中一貫教育を実施し、

且つ全国学力・学習状況凋査でトップクラスに

位置する小坂町に5日間、教職員を派遣し、派

遣先で学んできたことを市内全体に広め、本市

の学力向上に生かそうとするものです。既に

21人の教員を派遣し、その経験や知戯を市内

教職員に発信しています。中でも、現在、市内

全小中学校の授業で活用しているD入}朝スタン

ダード」(目指すべき授業展開を示したモデル)

は、この派遣研修を機に「小坂スタンダード」

を参考に作成しています。
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明確な課題
耐足示

一人でじっくり
考える時問を
確保

平成30年3月八潮市教育委員会

他者の考えに
触れる時問を
潤沢に確保
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「八潮スタンダード」を活用した授業実践により、
その成果が徐々に表れ始めています。
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5つの中学校ブロツクが、それぞれ特色ある

取り組みを展開しています。

「学力・体力の向上」と「豊力寸よDの育成」を

目指し、各中学校ブロックでは児童生徒の実態に

応じた取り組みを実施しています。

各ブロックの目指す児童生徒像や主な取り組

みについて紹介します。

八幡中ブロック
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八條中学校

ブロツク
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大原中ブロツク
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八條中学校
八條小学校
八條北小学校

目指す児童生徒像

知】よく考え、判断し、
意欲的に学ぶ児

八幡中学校

ブロツク

八幡中学校
八幡小学校
柳之宮小学校

八條中

ブロツク

研究
発表会

埼玉県八潮市

早戚28鼻度

徳】思いやりをもち、
行動できる児童・

生徒

体】粘り強く取り組み、
最後までやり遂
げる児童・生徒
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各教科の系統性を見
直し、小中学校の指導

法の共有化を図つてい

ます

また、八潮スタンダー

ドの流れに沿った学習

展開の工夫を大きな柱
とし、実践の積み重ね

によって目指す児童生

徒像に迫つていきます。
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平成29年11月17日に八條中学校ブロック(八條中学校、八條小学

校、八條北小学校)で研究発表会が開催されました
本ブロックは、平成18年度に内閣府から「小中一貫教育特区」に

認定されて以来、常に市内で先進的な取り組みを続けてきました。
発表会では、 3校での「いじめ撲滅宣言」

や公開授業・全体会を通して、小中学校の

円滑な接続を目指した実践・研究について
報告したほか、筑波大学非常勤講師の齋藤

眞弓先生から「小中9年問を見通した特別
な教科道徳の授業の実際」と題し、こ講演
をいただきました

泰

大原中学校

ブロツク

大原中学校
大曽根小学校
大原小学校

括賭晃量生碇量

ら学U、圏わり、卑いやりを
待つて互いに高め合う章生捷

学力の自と

毎年、小中の教員が

連携し、小学校・中学

校で授業を行ってい
ます

また、 3校で公開授

業を行い、指導法や児

童生徒の情報交換を

通して交流を図つて

います

八條北小学校と八條中学校教
による6年生の学級活動

教職貝の
アイディアを

生かす

「まなぴ(体力)部会」で取り組んでいる

「新体カテストの取組強化」が早くも成果

として表れています。

小学校は県内トップレベル、中学校は県
内中位に位置し、「まなぴ(体力)部会」の設

置から2年間で大きく躍進しています。

新体力丁ストとは、全国で実施されている自
身の体力の現状を知り、目標を持って体力向

上へと取ゆ組めるようにするための調査です。
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八潮中学校

ブロツク

八潮中学校
潮止小学校
松之木小学校

5つの部会が中心となつて

小中一貫教育を進めています。

教職員を構成員とする5つの部会を設置し、

小中一貫教育を推進しています。各部会には

全校から1名ずつの教員が参加し、教員のアイ

ディアを生かした施策を検討・実践しています。

児童生徒の学力向上を
目指す施策の展開
(各校の学力向上推進担当)

皿皿

目指す児童生徒像
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ノート指導の統一や「生活振
り返Dシート」の活用など、
3校で取り組んでいます

児童生徒の体力向上を
目指す施策の展開

(各校の体育・保健体育
科担当)

各中学校ブロックの計画立案や
他部会の集約

(各校の主幹教諭または教務主任)

潮止中学校

ブロツク
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潮止中学校
中川小学校
大瀬小学校
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まなび

(学力)

部会

至 ^

平成18年度に小中一貫教育を導入してから、

平成30年度は13年目を迎えます。各中学校

ブロックや5部会、そして保護者や地或刀昌"さまの

ご理角¥・ご協力により、その成果力駿れています。
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児童生徒の豊かな心の

育成を目指した施策の
展開

(各校の生徒指導主任)

不登校生徒発生率

特別支援教育の充実を
目指した施策の展開

(各校の通常学級の担任
及び特別支援教育担当)

ハ翻市埼王喋

亭矗18舞塵

平成18年度当初、埼玉県の2.3倍もあっ
た本市の不登校生徒発生率は、平成28年
度までに半分以下に激減しました。

これは、「こころ部会」をはじめ、不登
校特別対策協議会や各中学校ブロック、
八潮市教育相談所や関係機関等が一丸と
なつて取D組んできた成果です。

今後も、市全体で不登校児童生徒の解

消を重要な柱としていきます。

新体カテストにおける八潮市の位置
侠県内62市町村の中での相対的な位を爪しています)
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はばたき2017合同報告=

2月20日に八潮メセナで、「はぱたき201刀合同報告会

を開催しました。これは、本市で行っている小中一貫教育の

取り組みを市民の皆さんに知っていただくため、毎年この時

期に開催しているものです。報告会の一部を紹介します。

八條中フロツク児童生徒による「合同合唱」「いじめ撲滅宣言」

研究発表会でも披露した八

條小学校と八條北小学校によ

る合同合唱と八條中学校を加

えた3校の児童・生徒会の皆

さんによるいじめ撲滅宣言

を発表しました。

八潮ことも夢大学の報告

八潮こども夢大学は、様々な分野の大学等と連携し、子どもた

ちの学習に対する興味や関心を喚起气せ知的好奇心や探究心を

掻き立て 1寸来の夢や希望を育むことを目的に市内小学5・6年

生中学1年生を対象1」イ丁つています

平成29年度は6つの大学と連携し
第1目

56名の児童生徒が1期4回、Ⅱ期4回
排2回の授業を体験しました。
箔3回

八濁こE4夢大学聞枝式
焔4回

.
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(内線398)

10月7日(土)

聖徳ス学児血学邪・音慶学部・

詣学敦脅センター

10月14日(土)

昭如大学美学部

10月28日(土)

国士詑大学哩工学部

11月11日(土)

ハリウッド大学畍大学美音

11月18日(土)

空露大学児塞学邪羅瑚ス学邪保脅科

語学敦脅センター

12月2日(土)

乗翊大学情相通侶学部

12月9日(土)

国土舘大学臣際交流センター

12月16日(土)

淑砥大学人立学部

小中一貫教育の原動力である学校現

場の先生とこれまで本市の教育に深く

携わっていただいている文教大学名誉

教授平澤茂先生をお招きし、「学校現

場から見た八潮の小中一貫教育」と題

して、座談会を開催しました。
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保護者目線での感恕ですか、八潮市
の教盲に対する取り組みを改めて知るこ
とができました。普段子ビもたちか勉強て
書いてぃるノートや授業の構成も、先生
方がいろいろと検討L大結果女の大とい
うことがよく理解できました。
小中一貫教育を進めるにあたうて先生

方が八潮の子と'ものことをとてもよく考えて
くた'さウてぃろことがわかりました。
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'J 埼玉県八潮市中央一丁目2番地5 電話048-996-21卞1

ニハ潮市教育委員会学校教育部小中一貫教育推進室

参加児童生徒の代表

(大瀬小6年生)から
夢大学の報告をして
いただきました。

「八潮スタンダード」を授業の中
で意識L、活用すればするほビ、
子ビもたちの老えが深まり、内容
の濃い授業にな「ていくことを実感
してぃます。

「八潮市をよりよくしてぃきたい」
と今日の報告会に参加し思うこ
とができました。

参加者の声を紹介します。
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